
 

 

 

 

 

              

令和４年を迎え、１月７日に第３学期を無事にスタートし、２週間がたちました。 

子どもたちは寒さに負けず、毎日元気にがんばっています。 
 

地域に広がれ「こんにちは」 

昨年末、宮崎日日新聞に地域の方の投稿が掲載されました。 
低学年と中学年くらいの乙房小学校の男の子２人が、元気に挨拶をしてくれた、という内容でした。  

 その方はその夜、心の中で大きな「花丸」 を子どもたちにプレゼントしてくださり、 

「ありがとう！乾杯！」をされたそうです。 

 乙房小学校の子どもたちを大変温かく見守っていただいているお気持ちが、子どもたちも職員もうれし

く、元気をいただいた出来事でした。  

また、一人一人が、スクールガードの方をはじめ、見守ってくださっている地域の皆様への感謝と、 

「あいさつ」について振り返り考える機会にもなりました。５年生の作文を紹介します。 

 

 

                       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第９号  令和４年１月 
文責：校長 上渕清美 

かしこく学ぶ子 やさしく助け合う子 たくましくやりぬく子  ～笑顔あふれる学校～ 

地
域
の
架
け
橋
「
あ
い
さ
つ
」 

 
 

 
 

 

５
年 

後
藤 

稟
子 

い
つ
も
の
朝
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
う
声
が
行
き
交

う
時
、「
い
つ
も
の
朝
が
は
じ
ま
っ
た
。
」
と
思
い
ま
す
。 

以
前
、
新
聞
に
乙
房
小
の
こ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
が
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
方

に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
乙
房
の
い
い
と
こ
ろ
「
あ
い
さ
つ
」
を
、
新
聞
を
通
し
て

様
々
な
方
に
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。 

私
は
、
来
年
6

年
生
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
乙
房
小
の
最
高
学
年
と
し
て
「
乙
房
小
の
顔
」
と
し

て
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
乙
房
小
の
元
気
の
良
い
あ
い
さ
つ
も
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
あ
い
さ
つ
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
た
ま
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
方
々
み
ん
な
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
も
気
持
ち
が

い
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

乙
房
の
あ
い
さ
つ
を
紹
介
し
た
記
事
を
読
ん
で
、
や
は
り
あ
い
さ
つ
は
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
乙
房
地
区
の
活
性
化
の
秘
密
道
具
で
あ
る
あ
い
さ
つ
を
自
分
か
ら 

い
つ
も
頑
張
り
た
い
で
す
。 

 

乙
房
小
か
ら
全
国
へ
届
け
「
あ
い
さ
つ
」 

 
 

５
年 

川
畑 

未
悠
奈 

私
た
ち
の
学
校
は
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い
ま
す
。 

よ
く
帰
り
道
に
地
域
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
会
い
ま
す
。
そ
の
時
に
大
き
な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
ー
」

と
言
う
と
「
元
気
だ
ね
。」
と
返
し
て
く
だ
さ
り
、
私
も
気
分
が
よ
く
な
り
ま
す
。 

私
は
、
新
聞
を
読
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
乙
房
小
の
あ
い
さ
つ
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
あ
り
、 

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

地
域
の
方
は
、
い
つ
も
外
に
出
て
私
た
ち
の
見
守
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
い
さ
つ
で
表
し
た
い
で
す
。 

そ
し
て
私
は
、
乙
房
か
ら
宮
崎
へ
宮
崎
か
ら
全
国
に
あ
い
さ
つ
の
輪
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

来
年
は
最
高
学
年
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
乙
房
小
の
良
い
あ
い
さ
つ
を
引
き 

つ
い
で
い
き
た
い
で
す
。 

そ
し
て
こ
の
思
い
が
全
国
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

  

裏もご覧ください 



宮日こども新聞 作品掲載 おめでとう！！ 

「楽しみは 起きたしゅんかんぴったりと       「夕暮れが オレンジ色のお風呂みたい 

はりが６時をさしていた時」            入ってみたいな 空の温泉」 

             ６年 永尾 文音さん            ５年 遠矢 正志郎さん 

「手のひらに 数えきれない 紅葉の葉」 

    ６年  多田 悠士朗さん  

 

 

 
 

 

 

   

新型コロナウイルス感染への対応 

全国的に新型コロナウイルス感染が急激に拡大し、県全域に「感染拡大緊急警報」が発令され、１９日 

には、都城市、三股町が、まん延防止等重点措置区域に指定されました。 

学校でも最大限の感染予防のための対応を取り警戒を強めています。保護者の皆様には、登校前のご家族、 

児童の健康の確認等、様々な点でお手数をおかけしますが、子どもたちの命を守るための対応であるとい 

うことをご理解いただき、ご協力をお願いします。 

  ※平日の放課後及び土・日曜日の不要不急の外出について 

   〇 県並びに市からの行動要請に基づいた行動をお願いします。 

   〇 お子様の遊びでの外出につきましても、学校での対応（密を避ける、学年間の交流の制限）の 

意図をご理解いただき、お子様へご指導ください。 
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★乙房小学校HPでも子どもたちの様子をお知らせしています。ぜひご覧ください。 

感染者への差別や偏見、誹謗中傷などを許さない社会へ 

新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、一部では、感染者やそのご家族、学校が中傷されたり、差別 

されたりする事態がいまだに起きているそうです。 

学校では、感染予防を続けていきますが、新型コロナウイルス感染症には誰もがかかる可能性があります。 

戦うべき相手は人ではなくウイルスです。感染症への正しい理解と思いやりの心で不安な気持ちを乗りこ 

えていきたいですね。 

 

① “病気”そのものの感染症 

② “不安”という気持ちの感染症 

③ “差別・偏見”という意識の感染症 
 

この３つの感染症が負のスパイラルとしてつながることで、 

さらなる感染拡大や、社会問題の深刻化へとつながっていきます。 

 
 

負のスパイラルを断ち切るためにできること 

❶ “病気”→ウイルスの感染をひろげないために…  

まずは 手洗い・咳エチケットの徹底、３密を避け、 

自分自身の感染症予防を徹底しておこなう。 

❷ “不安”→不安にふりまわされないために・・ 

情報源のはっきりしないうわさ話はしない・広げないこと 

❸ “差別・偏見”→差別や偏見をひろげないために・・ 

言い出しにくい空気をつくらないこと 

（自分も言われるのではないかという不安から、症状があっても 

言い出しにくい空気をつくってしまいます。） 

 

 

 

◆新型コロナウイルス～差別・偏見をなくそう

プロジェクトの資料をもとに作成しました。 


